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京
都
放
送
へ
の
無
期
雇
用
転

換
を
実
現
し
た
▼
当
事
者

は
、
ま
ず
派
遣
社
員
と
し
て

京
都
放
送
に
入
り
組
合
に
加

入
し
３
年
を
経
て
組
合
要
求

を
だ
し
て
京
都
放
送
へ
直
接

雇
用
（
常
勤
ア
ル
バ
イ
ト
・

有
期
雇
用
３
年
）
を
実
現
し

た
。
そ
の
後
３
年
満
期
と
な

り
さ
ら
に
２
年
間
延
長
し
５

年
満
了
の
前
日
に
要
求
を
だ

し
て
翌
日
１
年
間
の
雇
用
期

間
延
長
を
勝
ち
と
っ
た
▼
こ

れ
を
う
け
当
事
者
は
、
組
合

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
労
働

契
約
法
18
条
に
そ
っ
て
無
期

雇
用
転
換
を
申
し
入
れ
、
京

都
放
送
社
長
か
ら
申
し
入
れ

受
領
書
を
受
け
と
り
無
期
雇

用
転
換
が
実
現
し
た
▼
今
回

の
ケ
ー
ス
は
「
全
国
唯
一
の

労
働
協
約
を
使
い
派
遣
社
員

で
ま
ず
京
都
放
送
へ
の
直
用

化
」
そ
し
て
「
京
都
放
送
の

雇
用
者
と
な
り
有
期
雇
用
３

年
を
２
年
延
長
さ
せ
無
期
転

換
を
実
現
」
し
た
の
は
初
め

て
で
あ
る
。
全
国
で
も
初
め

て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
世
間

で
は
大
学
や
理
化
学
研
究

所
、
自
治
体
の
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
な
ど
で
無
期
雇

用
転
換
を
前
に
雇
い
止
め
が

横
行
し
て
い
る
中
で
派
遣
先

に
直
用
化
し
た
上
で
の
今
回

の
無
期
雇
用
転
換
は
高
く
評

価
で
き
る
。�

（
Ｔ
Ｆ
）

長
年
格
差

是
正
の
闘
い

に
取
り
組
ん

で
い
る
民
放

労
連
京
都
放

送
労
働
組
合

は
こ
の
ほ
ど

全
国
初
と
な

る
派
遣
社
員

の
派
遣
先
・
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要
求
要
求
要
求
要
求
要
求
要
求
要
求
要
求

京都総評の要求基準
（賃金部分）

京
都
総
評
・
京
都
春
闘
共
闘
は
、
１
月
17
日
に
24
春
闘
単
産
代
表

者
会
議
を
開
き
、
24
春
闘
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

例
年
は
臨
時
大
会
を
開
催
し
て
春
闘
方
針
を
確
立
し
ま
す
が
、
今

年
は
京
都
市
長
選
挙
が
あ
る
た
め
、単
産
代
表
者
会
議
で
行
い
ま
し
た
。

代
表
者
会
議
で
は
、
各
単
産
か
ら
24
春
闘
に
向
け
て
方
針
や
統
一

行
動
の
計
画
、
大
幅
賃
上
げ
実
現
へ
の
決
意
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

何
よ
り
も
要
求
を
大
切
に
、
み
ん
な
が
納
得
で
き

る
要
求
を
練
り
上
げ
て
、
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上

げ
、
生
活
改
善
を
実
感
で
き
る
賃
上
げ
を
労
働
組
合

の
自
力
で
勝
ち
取
ろ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

支
援
の
仲
間
も
か
け
つ
け
た
京
都

放
送
労
組
の
集
会
（
２
月
７
日
）

労
働
組
合
と
い
っ
し
ょ
に
賃
上
げ
を

と
訴
え
る
梶
川
議
長　
　
　
　
　
　

24
春
闘
ス
タ
ー
ト
宣
伝
（
四
条
烏
丸
）
▼

2424
春
闘
か
ら
秋
闘
ま
で

春
闘
か
ら
秋
闘
ま
で

賃
上
げ
を
貫
い
て

賃
上
げ
を
貫
い
て

24
春
闘
で
物
価
高
騰
を
上

回
る
賃
上
げ
の
実
現
へ
、
職

場
討
議
を
大
切
に
し
て
み
ん

な
が
納
得
で
き
る
要
求
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
そ
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ

た
た
か
う
春
闘
」
を
実
感

し
、
労
働
組
合
の
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
て
賃
上
げ
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

24
春
闘
か
ら
最
賃
１
５
０

０
円
以
上
の
実
現
に
向
け
た

は
、
全
国
、
そ
し
て
近
畿

の
多
く
の
仲
間
に
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
悔
し
く
残
念
で

す
が
、
改
め
て
市
長
選
挙

で
か
か
げ
た
要
求
の
実
現

を
求
め
て
運
動
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

つ
な
ぐ
京
都
２
０
２
４

も
っ
と
つ
な
が
っ
て

も
っ
と
つ
な
が
っ
て

行
こ
う

行
こ
う

２
月
４
日
投
開
票
で
行

わ
れ
た
京
都
市
長
選
挙
。

福
山
和
人
さ
ん
が
あ
と
一

歩
ま
で
迫
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
勝
利
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
選
挙
戦
で

の
報
告
集
会
が
２
月
５
日

に
行
わ
れ
、
悔
し
さ
と
と

も
に
、「
今
度
の
選
挙
で

多
く
の
市
民
と
つ
な
が
っ

た
経
験
と
新
し
い
可
能
性

を
大
事
に
、
４
年
後
に
向

け
へ
て
も
っ
と
も
っ
と
つ

な
が
っ
て
行
こ
う
」
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ジ
」
や
能
登
半
島
地
震
で

防
災
に
お
け
る
自
治
体
の

役
割
が
改
め
て
注
目
さ

れ
、「
公
共
の
力
」
の
拡
充

が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

賃
金
下
限
条
項
を
盛
り

込
ん
だ
公
契
約
条
例
の
実

現
や
岩
手
県
や
山
形
県
の

つながろうつながろう
� もっとつながろう� もっとつながろう
福山和人福山和人ささんん大健闘大健闘

を
何
よ
り

を
何
よ
り
大
切
大
切
にに

仲
間
を
増
や
し
て
、大
幅
賃
上
げ
へ
！

最
賃
闘
争
、
秋
の
公
務
員
賃

金
改
善
の
た
た
か
い
へ
と

「
賃
上
げ
」
を
つ
か
ん
で
離

さ
ず
、
継
続
し
た
取
り
組
み

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

直
ち
に

直
ち
に�

�
�

�

最
賃
１
５
０
０
円
、

最
賃
１
５
０
０
円
、����

目
指
せ
１
７
０
０
円

目
指
せ
１
７
０
０
円

２
０
１
９
年
に
発
表
し
た

京
都
総
評
の
最
低
生
計
費
試

算
調
査
の
結
果
を
物
価
高
騰

を
加
味
し
て
再
計
算
す
る

と
、
京
都
市
内
で
普
通
に
暮

ら
す
た
め
に
は
、
時
給
１
７

０
０
円
以
上
必
要
な
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
最
低
賃
金
を
直
ち
に
時

給
１
５
０
０
円
以
上
に
」

「
中
小
・
零
細
事
業
者
へ
直

接
届
く
支
援
策
を
」
の
運
動

を
大
き
く
し
て
、
夏
の
最
賃

改
定
に
向
け
て
取
り
組
み
を

す
す
め
る
こ
と
が
大
事
で
す

（
裏
面
参
照
）。

全
国
統
一
行
動
に

全
国
統
一
行
動
に�

�
�
�

多
様
な
取
り
組
み
を

多
様
な
取
り
組
み
を

み
ん
な
の
力
で
賃
上
げ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
３
月
14

日
に
全
国
統
一
行
動
が
提
起

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
14
日
に
は
現
在
、
福

祉
保
育
労
が
京
都
市
役
所
前

出
発
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
パ
レ
ー
ド
を
計
画
、
医
労

連
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
で
決
起

し
て
要
求
実
現
を
求
め
、街
頭

宣
伝
な
ど
を
計
画
、
全
国
一

般
生
協
労
組
の
時
限
ス
ト
や

建
交
労
鉄
道
本
部
の
指
名
ス

ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、３

月
７
日
に
全
国
統
一
ス
ト
ラ

イ
キ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

春
闘
は
公
務
・
民
間
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
力
を
集

中
し
、
相
互
支
援
・
相
互
激

励
で
要
求
実
現
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

施
策
に
学
ん
で
京
都
総
評

が
検
討
し
た
時
給
１
０
５

０
円
ま
で
賃
金
を
引
き
上

げ
た
企
業
へ
の
人
件
費
の

直
接
支
援
の
提
案
が
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
結
実
し
ま
し

た
。「
低
賃
金
が
、
個
人

消
費
を
冷
え
込
ま
せ
、
景

況
が
悪
化
し
税
収
が
減

り
、
福
祉
も
後
退
す
る
」

と
い
う
負
の
サ
イ
ク
ル
を

断
ち
切
り
、
地
域
循
環
型

経
済
実
現
へ
自
治
体
が
出

来
る
こ
と
へ
の
展
望
を
示

し
ま
し
た
。

選
挙
で
か
か
げ
た
「
宝

の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
」
の

具
体
化
へ
、
運
動
を
す
す

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2.4  京都市長選挙京都市長選挙

〇直ちに時給1500円以上、月25万
円以上の産別・企業内賃金を
〇初任給の引き上げで賃金底上げを
〇同一労働同一賃金・均等待遇の� �
実現
〇誰でも「10%以上の賃上げ」で� �
生活改善を

2024年春闘

24春闘

賃
上
げ
、地
域
循
環

賃
上
げ
、地
域
循
環

経
済
の
実
現
へ

経
済
の
実
現
へ

福
祉
施
策
の
削
減
を
見

直
し
、
高
校
卒
業
ま
で
子

ど
も
の
医
療
費
無
償
化
や

小
中
学
校
の
給
食
費
の
半

額
無
償
化
、
敬
老
乗
車
証

の
負
担
金
引
き
下
げ
な
ど

の
「
す
ぐ
や
る
パ
ッ
ケ
ー

！！
！！

を
含
む
統
一
行
動
を

多
様
に
取
り
組
み
、

公
務
・
民
間
・
地
域

が
一
体
に
行
動
へ
の

相
互
支
援
・
相
互
激

励
で
、「
み
ん
な
で

バイバイ原発３・９きょうと
３月９日（土）　�13：30から� �

円山音楽堂
原発ゼロ京都北部府民集会
３月10日（日）　�14：00から� �

舞鶴市西公民館ホール

主
な
日
程

主
な
日
程
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交
換
を
し
な

が
ら
要
求
を

作
成
し
て
い

き
ま
す
。

最
高
裁
に

上
告
し
た
コ

ー
ド
争
議

は
、
昨
年
末

に
、
こ
ち
ら

と
会
社
双
方

の
上
告
・
申

立
て
が
棄

情報共有と意見交換を情報共有と意見交換を
大事にして大事にして

全
国
印
刷
出
版
産
業
労
働

組
合
総
連
合
会　

京
都
地
方

連
合
会
（
略
称
：
全
印
総
連

京
都
地
連
）
は
、
印
刷
・
出

版
・
情
報
産
業
に
働
く
人
・

労
働
組
合
の
京
都
地
域
の
連

合
会
で
す
。
２
０
２
１
年
に

個
人
で
加
盟
す
る
「
全
国
印

刷
関
連
合
同
ユ
ニ
オ
ン
」
を

全
印
総
連
で
結
成
。
そ
の
た

め
、
職
場
で
は
組
合
員
が
１

人
で
あ
っ
て
も
、
他
の
職
場

の
組
合
員
が
同
じ
ユ
ニ
オ
ン

の
当
事
者
と
し
て
団
体
交
渉

に
参
加
で
き
、
回
答
を
引
き

出
し
て
い
ま
す
。
今
春
闘
で

は
出
版
労
連
と
合
同
の
学
習

討
論
会
を
実
施
し
ま
す
。
同

業
他
社
の
動
向
な
ど
も
比
較

し
な
が
ら
情
報
共
有
し
意
見

却
、不
受
理
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
会
社
が

雇
用
調
整
助
成
金
を
使
用
し

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
パ

ー
ト
従
業
員
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
雇
止
め
を
認
め
た
司

法
判
断
に
、
怒
り
と
悔
し
さ

が
込
み
上
げ
ま
す
。
ア
ド
バ

イ
ス
や
裁
判
傍
聴
、
署
名
な

ど
の
ご
支
援
を
頂
い
た
京
都

総
評
の
皆
様
に
は
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
全
印
総
連
京
都
地
連
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

単産の活動単産の活動

生業での生業での
組合活動組合活動

 全印総連京都地連 

日常のひとコマ

日常のひとコマ

西
山　
郁
未

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド

京
都
市
職
労
　

弟
夫
婦
に
誘
わ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
子

ど
も
た
ち
と
ひ
ら
か
た

パ
ー
ク
へ
。
半
日
で
帰

る
つ
も
り
が
気
づ
け
ば

夕
方
ま
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
２
階
建
て
の
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
、

高
所
恐
怖
症
の
長
女
だ

け
１
階
の
馬
。
大
観
覧

車
に
は
乗
れ
た
の
に
不

思
議
。

【
応
募
方
法
】①
画
像
１
枚
、

②
タ
イ
ト
ル
、
③
コ
メ
ン
ト
１

０
０
～
２
０
０
字
程
度
、
④
お

名
前
（
掲
載
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

可
）、
⑤
所
属
、
⑥
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
送
り
先
を
書
い
て
、
京
都

総
評
ま
で
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド（
１
０
０
０
円

分
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

あ
な
た
の
パ
シ
ャ

写
真
募
集
中
！

　

直ちに最低賃金時給1,500円以上への引き上げと中小企業支援策の抜本改善を求める請願

　この間の急激な物価高騰で暮らしは深刻な危機に瀕しています。京都総評が2019年に発表した最低生計費試算調査に物価高騰を加味すると2023年10月時点で、20代の若者が京都で一人暮らしをしながら「普通に暮らす」ためには、生活費として月額26万円以上、時間額1,700円以上が必要となり、2019年の調査結果から月額1万円・時間額100円以上引き上がりました。
　今の京都府最低賃金は時間額1,008円です。これでは、法定労働時間上限173.8時間働いても、月収17万円・年収210万円程にしかならず、現行の最低賃金では、到底「普通に暮らす」ことはできません。　今こそ、最低賃金の大幅な引き上げを行い、個人消費の拡大を通じた生活改善・経済再建が求められます。政府は、2030年代の半ばに時間額1,500円の実現に言及しましたが、先進諸国では既に1,500円が当たり前となってきており、直ちに全国どこでも誰でも時間額1,500円以上は待ったなしです。　最低賃金引き上げと同時に、中小企業に対して賃金引き上げの環境整備として、生産性を要件としない助成金制度や社会保険料の事業主負担の軽減などの抜本的支援策を至急講じることや予算の大幅増額が不可欠です。　以上の趣旨により、下記事項の実現にご尽力いただくよう請願いたします。

京都労働局長　　　様
２０２４年　　月　　日

京都総評（京都市中京区壬生仙念町30-2　ラボール京都5階　電話075-801-2308　FAX 075-812-4149）

［取扱団体］　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

※ご記入いただいた個人情報は、請願目的以外には使用しません。

１．京都府最低賃金を直ちに時間額1,500円以上に引き上げること。
２．最低賃金引き上げを前提とした中小企業支援について、賃上げを実施したすべての企業が直接的な助成を受けられる制度となるよう、抜本的な制度改善と大幅な予算増額を行なうことを本省に上申すること。
３．最低賃金法を改正し、全国一律制とするよう本省に上申すること。

氏　　名
住　　所

請 願 事 項

請 願 趣 旨

◀
「憲法共同セン
ター」で京都府
への要請をおこ
ないました

区
域
指
定
に
関
す
る
京
都
民
報
の
記
事

「
区
域
指
定
」と
か

「
区
域
指
定
」と
か

ど
う
な
っ
て
い
る

ど
う
な
っ
て
い
る

の
？
の
？

「
敵
基
地
攻
撃
」
の
大
軍

拡
・
大
増
税
路
線
で
「
戦
争

す
る
国
づ
く
り
」
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
方

分
権
一
括
法
、
国
民
保
護
計

画
、
自
衛
官
募
集
業
務
の
遂

行
や
民
間
の
空
港
・
港
湾
の

軍
事
強
化
な
ど
地
方
自
治
体

を
組
み
込
ん
だ
国
家
総
動
員

体
制
が
つ
く
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
法
律
は
「
防
衛

関
係
施
設
等
重
要
施
設
の
機

能
を
阻
害
す
る
土
地
等
の
利

用
を
防
止
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
法
の
成
立
を
報
じ
る
ニ

ュ
ー
ス
で
は
「
指
定
さ
れ
た

区
域
に
住
ん
で
い
る
と
い
う

だ
け
で
は
処
罰
の
対
象
に
な

不
安
を
あ
お
る
も
の
で
す
。

京
都
で
の
動
き
は

京
都
で
の
動
き
は

昨
年
末
、
法
を
所
管
す
る

内
閣
府
か
ら
京
都
府
内
（
奈

良
県
生
駒
市
を
含
め
る
と

12
）の
自
治
体
に
、「
区
域
指

定
」
候
補
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。「（
対
象
施
設
の
境
界
か

ら
約
１
キ
ロ
の
）
区
域
指
定

の
線
引
き
」
の
資
料
に
つ
い

て
は
非
公
表
と
さ
れ
て
い

て
、
該
当
す
る
住
民
に
は
指

定
確
定
後
に
告
知
さ
れ
ま

す
。現
在
、情
報
開
示
や
住
民

説
明
会
の
開
催
な
ど
を
自
治

体
に
求
め
て
い
ま
す
が
、
自

治
体
側
も
詳
細
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

区
域
指
定
さ
れ
る
基
地
は
、

「
強
靭
化
」や「
弾
薬
補
給
機

能
の
強
化
」
な
ど
が
さ
れ
る

計
画
が
あ
り
、
戦
争
政
策
に

直
結
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

危
険
性
は

危
険
性
は�

 
�

 

ど
こ
に
あ
る
の
か

ど
こ
に
あ
る
の
か

敗
戦
後
廃
止
さ
れ
た
要
塞

地
帯
法
に
は
「
立
入
り
，
撮

影
，
模
写
，
測
量
，
築
造
物

の
変
更
，
地
形
の
改
造
，
樹

木
の
伐
採
な
ど
」
が
禁
止
・

制
限
さ
れ
る
と
明
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
法
律
に
は

「
立
法
事
実
」
も
「
阻
害
行

為
」
の
定
め
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
強
靭
化
」
さ
れ
る
基

地
な
ど
か
ら
人
々
を
遠
ざ
け

る
の
が
目
的
で
あ
る
こ
と
は

あ
き
ら
か
で
す
。
そ
し
て
国

籍
や
土
地
の
所
有
関
係
や
関

物
価
高
騰
を
加
味

物
価
高
騰
を
加
味

す
る
と
時
給
１
７

す
る
と
時
給
１
７

０
０
円
以
上
必
要

０
０
円
以
上
必
要

京
都
総
評
の
最
低
生
計
費

試
算
調
査（
２
０
１
９
年
）に

２
０
２
３
年
時
点
の
物
価
高

騰
を
加
味
す
る
と
、20
代
で
、

月
額
26
万
円
以
上
、
時
間
額

１
７
０
０
円
以
上
必
要
と
、

月
額
１
万
円・
時
間
額
１
０
０

円
以
上
引
き
上
が
り
ま
し
た
。

京
都
の
最
賃
は
時
間
額
１

０
０
８
円
で
す
。
こ
れ
で
月

１
７
３
・
８
時
間
働
い
た
と

し
て
も
、
月
収
17
万
円
・
年

収
２
１
０
万
円
程
度
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
取
り
組
み
の
力

で
、
政
府
に
時
間
額
１
５
０

０
円
を
言
及
さ
せ
ま
し
た

が
、
そ
の
期
日
は
２
０
３
０

年
代
の
半
ば
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
や
先
進
諸

国
で
は
１
５
０
０
円
が
当
た

り
前
の
流
れ
で
す
。
日
本
の

最
低
賃
金
は
、
よ
う
や
く
昨

年
全
国
加
重
平
均
で
１
０
０

０
円
を
突
破
し
ま
し
た
が
、

世
界
的
に
は
大
き
く
遅
れ

て
、
直
ち
に
全
国
ど
こ
で
も

誰
で
も
時
間
額
１
５
０
０
円

以
上
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

１
万
筆
を
こ
え
る

１
万
筆
を
こ
え
る

署
名
を
集
め
よ
う

署
名
を
集
め
よ
う

そ
し
て
、
最
賃
引
き
上
げ

と
同
時
に
、
中
小
企
業
に
対

係
者
な
ど
、「
調
査
」
の
対

象
と
な
る
住
民
の
情
報
は
、

自
治
体
が
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
戦
争
遂
行
体

制
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
法
の
廃
止
を
求
め
、

自
治
体
に
は
協
力
し
な
い
よ

う
要
請
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

「
令
和
の
要
塞
地
帯
法
」
と
い
わ
れ
る
戦
争
法
「
重
要
土
地
等

調
査
法
」
で
、
経
ヶ
岬
の
米
軍
基
地
や
「
Ｕ
Ｓ
ー
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ 

Ａ

Ｒ
Ｅ
Ａ
」
が
あ
る
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
基
地
が
「
特
別
注
視
区
域
」

に
指
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
内
11
の
自
治
体
に
か

か
わ
る
問
題
で
、
住
民
や
自
治
体
は
ど
う
な
る
？
「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
は
総
動
員
体
制
で
地
方
自
治
体
も
組
み
込
む
。「
敵
基

地
攻
撃
」
の
大
軍
拡
・
大
増
税
路
線
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

し
て
賃
金
引
き
上
げ
の
環
境

整
備
と
し
て
、生
産
性
を
要
件

と
し
な
い
助
成
金
制
度
や
社

会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
の

軽
減
な
ど
の
抜
本
的
支
援
策

を
至
急
講
じ
る
こ
と
や
予
算

の
大
幅
増
額
が
不
可
欠
で
す
。

昨
年
は
、
念
願
の
１
万
筆

を
突
破
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
そ
れ
を
上
回
る
奮
闘

で
、
大
幅
引
き
上
げ
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

住民を調査し監視する戦争法
＝「重要土地等調査法」

直
ち
に
最
賃
１
５
０
０
円
以
上
に
！

直
ち
に
最
賃
１
５
０
０
円
以
上
に
！

中
小
企
業
支
援
策
の
抜
本
改
善
を

中
小
企
業
支
援
策
の
抜
本
改
善
を

大
軍
拡
・
大
増
税
路
線

大
軍
拡
・
大
増
税
路
線
NoNo
！！

り
ま
せ
ん
」
と

あ
り
、
住
民
の

労働局宛て
最賃署名スタート

京都平和委員会 理事長

片岡　明

全印総連京都地連のサイト

実は


